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特
別
会
計
予
算

◦国民健康保険 17億7,400万円 ◦農業集落排水 6億1,100万円

◦介護保険 24億7,600万円 ◦住宅資金 290万円

◦後期高齢者医療 2億3,450万円 ◦宅地造成 520万円

◦簡易水道 3億1,600万円 ◦墓地事業 60万円

◦公共下水道 9億2,600万円 ◦財 産 区 3,271万円

３月定例会を３日から22日まで20日間の会期で開催しました。

町長提出議案は予算案件25件、人事案件９件、指定管理者の指定案件１件、条例の一部改正案件

13件など合計55件で、すべての議案を可決しました。

陳情は継続審査１件を含め３件あり、１件を採択し２件を不採択としました。

一般質問は11人の議員が登壇、２日間にわたり町政全般について町長・教育長等に質問しました。

一般会計 109億6,100万円

特別会計 63億7,800万円

議会費

民生費

衛生費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費

商工費 予備費等

14億1,000万円

　　　［12.9%］

14億1,000万円

　　　［12.9%］

14億9,700万円

　　　　 ［13.7%］

14億9,700万円

　　　　 ［13.7%］

12億

1,900万円

　  ［11.1%］

12億

1,900万円

　  ［11.1%］

32億8,300万円

　　　　　［30%］

32億8,300万円

　　　　　［30%］

109億
6,100万円
109億
6,100万円

13億1,700万円

　　　　　 ［12%］

13億1,700万円

　　　　　 ［12%］

7億4,200万円

　　　　　［6.8%］

7億4,200万円

　　　　　［6.8%］

5,700万円［0.5%］5,700万円［0.5%］

3億4,400万円

［3.1%］

3億4,400万円

［3.1%］

8億8,700万円

　　　　 ［8.1%］

8億8,700万円

　　　　 ［8.1%］

9,500万円［0.9%］9,500万円［0.9%］

1億1,000万円［1.0%］1億1,000万円［1.0%］

総務費

歳出合計
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用語解説

骨 格 予 算… 選挙時期等の関係から政策的な判断ができにくい等の事由により、 必要最小限度

の経費を計上する予算。

町　　　税…皆さんから町に納めていただく税金（町民税・固定資産税・町たばこ税等）

繰　入　金…財源不足を補うため、また特定の事業を行うために基金などから繰り入れるお金。

地方交付税… 国が徴収する税金（所得税・法人税・酒税・消費税）の中から町が行うべき行政

サービスに応じて交付されるお金。

町　　　債…大きな事業を行うために国や金融機関などから借り入れるお金。

国庫・県支出金…特定の事務・事業の全部または一部に充てるために国・県から支出されるお金。

特 別 会 計… 町が特定の事業をおこなう場合、一般の歳入歳出と区分して経理する必要がある

場合に設置する会計。

　　　 　　　 令和４年度予算

町長選挙のため骨格予算で編成

３月
定例会

令和４年

３月３日～３月22日

３

12億

9,500万円

　［11.8%］

12億

9,500万円

　［11.8%］

6億7,800万円

　　　　　［6.2%］

6億7,800万円

　　　　　［6.2%］

3億6,600万円

　　　　 ［3.4%］

3億6,600万円

　　　　 ［3.4%］

49億7,200万円［45.4%］49億7,200万円［45.4%］

11億

1,800万円

［10.2%］

11億

1,800万円

［10.2%］

10億

9,300万円

　　［10.0%］

10億

9,300万円

　　［10.0%］

9億

3,200万円

　　［8.5%］

9億

3,200万円

　　［8.5%］

5億700万円

　　　［4.6%］

5億700万円

　　　［4.6%］ 町税

繰入金

諸収入等

地方交付税

町債

国庫支出金

県支出金

地方譲与税等

自

源
財

主

源

財

依

存

109億
6,100万円
109億

6,100万円

歳入合計

78.7%

21.3%
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みなさんの税金

このような事業に使われます !!

小学校改修事業費
5億2,171万円

除雪機械購入費
3,719万円

新型コロナウイルス感染

症対策事業 1,649万円

情報通信基盤整備事業費
1億3,828万円

昨年度からの継続事業。郡家西小学校・郡家東小

学校の大規模改修を行います。

若桜鉄道対策費
1億9,264万円

施設の保守管理や改良及び車両の維持管理を実施

し、安全な旅客運送を確保します。

豪雪対策のため小型除雪機９台、除雪機２台を購

入し集落の除雪作業に対して便宜を図ります。

町内消費喚起として「家族でおいでやず八頭町」
の実施や、休校時に活用するｅラーニング教材の
導入などを行います。

ケーブルテレビ放送機器更新等を行いサービス提

供及び維持管理を行います。

放課後児童クラブ運営費
3,387万円

授業の終了後に適切な遊び及び生活の場を提供し

ます。

注目事
業
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　八東ふる里の森の指定管理を有限会社高田技研

代表取締役　高田豊実氏に指定しようとするもの。

　期間は令和４年４月１日から３年間。

　町からの指定管理料は年間475万２千円。

八
東
ふ
る
里
の
森

　株式会社シーセブンハヤブサ代表取締役社長　

古田琢也氏に引き続き無償で貸し付けをしようと

するもの。

　期間は令和４年４月１日から５年間。

旧
隼
小
学
校

　特定非営利活動法人回想療法センター鳥取理事長

小林幸男氏に無償で貸し付けしようとするもの。

　期間は令和４年４月１日から10年間。

旧
安
部
保
育
所

　有限会社こおげ農業開発センター代表取締役　

井上　康氏に引き続き無償で貸付をしようとする

もの。

　期間は令和４年４月１日から２年間。

米
粉
製
粉
機
ほ
か

指定管理者及び

町有財産の貸付が決定しました！

トピック
ス
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議
案
審
議

◇
議
案
第
５
、
６
号
（
同
意
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と

 

（
敬
称
略
）

林
　
仁
美
、
山
田
寿
子

◇
議
案
第
７
号
（
同
意
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と

 

（
敬
称
略
）

上
島
逸
子

◇
議
案
第
８
～
13
号
（
同
意
）

八
頭
町
財
産
区
管
理
委
員
（
大
江
財
産

区
）
の
選
任

 

（
敬
称
略
）

山
本
　
隆
、
前
田
康
博
、
田
中
政
彦

田
中
滋
樹
、
大
西
浩
司
、
前
田
喜
夫

◇
議
案
第
14
号
（
可
決
）

町
道
の
路
線
認
定

　
久
能
寺
小
縄
手
１
号
線
、
久
能
寺
小

縄
手
２
号
線
は
、
民
間
の
大
規
模
宅
地

造
成
内
の
道
路
と
し
て
重
要
な
路
線
で

あ
り
、
町
道
と
し
て
認
定
す
る
も
の
。

◇
議
案
第
15
号
（
可
決
）

八
頭
町
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
変
更

　
８
つ
の
辺
地
地
区
（
落
岩
・
姫
路
・

明
辺
、
麻
生
・
山
志
谷
、
福
地
、
野
町
、

大
江
、
下
野
、
見
槻
・
志
子
部
、
西
谷
）

の
総
合
整
備
計
画
に
林
道
の
橋
梁
改
良

及
び
消
防
ポ
ン
プ
の
整
備
を
追
加
す
る

も
の
。

◇
議
案
第
16
号
（
可
決
）

因
美
線
東
郡
家
・
郡
家
間
宮
谷
踏
切
付

近
下
水
道
管
（
雨
水
）
布
設
工
事
に
関

す
る
協
定
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定
締
結

　
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
と
の
協

定
内
容
の
一
部
変
更
を
行
う
も
の
。
変

更
金
額
は
、
２
２
１
万
４
千
円
の
減
額

で
、
協
定
金
額
は
、
３
億
５
，
４
７
０

万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

◇
議
案
第
17
号
（
可
決
）

債
権
の
放
棄
に
つ
い
て
・
住
宅
新
築
資

金
貸
付
金

　
債
務
者
Ａ
氏
の
自
己
破
産
が
確
定

し
、
ま
た
連
帯
保
証
人
が
死
亡
す
る
な

ど
、
回
収
が
困
難
と
な
っ
た
債
権
の
放

棄
す
る
も
の
。

◇
議
案
第
18
号
（
可
決
）

財
産
の
貸
付
（
旧
安
部
保
育
所
）

　
旧
安
部
保
育
所
を
特
定
非
営
利
活
動

法
人
回
想
療
法
セ
ン
タ
ー
鳥
取
理
事
長

小
林
幸
男
氏
に
無
償
で
貸
し
付
け
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

◇
議
案
第
19
号
（
可
決
）

財
産
の
貸
付
（
旧
隼
小
学
校
）
　

　
旧
隼
小
学
校
は
、
平
成
29

年
10

月
よ

り
株
式
会
社
シ
ー
セ
ブ
ン
ハ
ヤ
ブ
サ
　

代
表
取
締
役
社
長
　
古
田
琢
也
氏
に
無

償
で
貸
し
付
け
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
今
後
も
安
定
的
な
運
営
が

行
え
る
よ
う
、
引
き
続
き
無
償
で
貸
し

付
け
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

反
対
討
論

　
小
原
　
徹
也 

議
員

　
総
務
教
育
常
任
委
員
会
の
委
員
長
に

過
去
の
契
約
内
容
を
審
査
さ
れ
た
の
か

と
私
は
質
疑
し
た
が
、
そ
こ
ま
で
は
し

て
い
な
い
と
い
う
回
答
だ
っ
た
。
住
民

の
税
金
が
原
資
だ
と
い
う
こ
と
を
基
に

考
え
れ
ば
、
平
等
原
則
が
担
保
さ
れ
る

必
要
を
第
一
に
考
え
る
べ
き
。

反
対
討
論

　
森
　
亜
紀
子 

議
員

　
平
成
29

年
に
契
約
し
た
際
「
経
営
状

況
を
勘
案
し
て
有
償
貸
与
を
見
据
え
調

整
を
行
う
」
条
件
が
あ
っ
た
。
法
務
局

で
確
認
し
た
が
、
や
は
り
株
式
会
社
は

営
利
が
目
的
。
町
の
委
託
事
業
も
多
い

中
、
会
社
の
更
な
る
成
長
の
た
め
に
も

有
償
が
妥
当
と
考
え
る
。

賛
成
討
論

　
川
西
美
恵
子 

議
員

　
隼
Ｌ
ａ
ｂ
．
は
地
方
創
生
の
特
色
あ

る
施
設
で
あ
り
、
八
頭
町
の
顔
と
も

な
っ
て
い
る
。
シ
ー
セ
ブ
ン
あ
っ
て
こ

そ
の
隼
Ｌ
ａ
ｂ
．
。
今
後
も
、
引
き
続
き

地
域
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
た
だ

け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

反
対
討
論

　
川
西
　
　
聡 

議
員

　
株
式
会
社
は
収
益
を
上
げ
る
の
が
目

的
だ
。
賛
成
討
論
者
は
地
方
創
生
で
の

本
町
に
対
す
る
貢
献
度
が
高
い
の
で
別

物
だ
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
無
償
貸

与
は
根
本
的
に
疑
念
が
あ
り
万
人
が
納

得
出
来
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
の

で
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
矢
部
　
啓
祐 

議
員

　
シ
ー
セ
ブ
ン
ハ
ヤ
ブ
サ
は
非
営
利
法

人
で
な
く
、
株
式
会
社
と
し
て
自
由
度

が
あ
り
、
柔
軟
な
対
応
で
、
継
続
性
を

も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
即
し
た

対
応
に
な
る
。
官
民
一
体
と
な
っ
て
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
。
町

の
未
来
に
必
要
な
こ
と
と
判
断
す
る
。

反
対
討
論

　
岡
嶋
　
正
広 

議
員

　
旧
隼
小
学
校
は
町
民
の
税
金
に
よ
り

建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
現
在
、

建
物
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
が
、
経
年

劣
化
等
に
備
え
て
幾
ら
か
の
施
設
利
用

料
を
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
維
持
管
理
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あ
り
、
町
道
と
し
て
認
定
す
る
も
の
。

財
産
の
貸
付
（
旧
安
部
保
育
所
）

有
償
が
妥
当
と
考
え
る
。

費
と
し
て
、
賃
貸
借
料
を
定
め
る
べ
き

と
考
え
る
。

◇
議
案
第
20
号
（
可
決
）

財
産
の
貸
付
（
米
粉
製
粉
機
ほ
か
）

　
平
成
24

年
に
導
入
し
た
米
粉
製
粉
機

等
を
有
限
会
社
こ
お
げ
農
業
開
発
セ
ン

タ
ー
　
代
表
取
締
役
　
井
上
　
康
氏
に

引
き
続
き
無
償
で
貸
付
を
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

◇
議
案
第
21
号
（
可
決
）

八
頭
町
監
査
委
員
条
例
の
一
部
改
正

　
八
頭
町
監
査
委
員
条
例
の
監
査
期
間

等
に
つ
い
て
、
実
態
に
あ
わ
せ
る
た
め

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◇
議
案
第
22
号
（
可
決
）

八
頭
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
一
般
職
の
期
末
手
当
を
０
．
１
５
月

分
引
下
げ
年
間
４
．
３
０
月
と
し
、
再

任
用
職
員
の
期
末
手
当
を
０
．
１
０
月

分
引
下
げ
年
間
２
．
２
５
月
と
す
る
よ

う
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

◇
議
案
第
23
号
（
可
決
）

八
頭
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
議
会
の
議
員
の
期
末
手
当
を
一
般
職

に
準
じ
て
支
給
月
数
を
０
．
１
０
月
分

引
下
げ
、
年
間
３
．
２
５
月
と
す
る
も

の
。

◇
議
案
第
24
号
（
可
決
）

八
頭
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　
特
別
職
の
期
末
手
当
を
一
般
職
に
準

じ
て
支
給
月
数
を
０
．
１
０
月
分
引
下

げ
、
年
間
３
．
２
５
月
と
す
る
も
の
。

◇
議
案
第
25
号
（
可
決
）

八
頭
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
育
児
休
業
、

育
児
部
分
休
業
の
取
得
要
件
の
緩
和
、

育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
勤
務
環
境

の
整
備
に
関
す
る
措
置
等
に
つ
い
て
、

国
に
準
じ
改
正
を
行
う
も
の
。

◇
議
案
第
26
号
（
可
決
）

八
頭
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
非
常
勤
消
防
団
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
係
る
基
準
が
定
め
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
関
係
条
例
の
一
部
改
正
を
行

う
も
の
。

◇
議
案
第
27
号
（
可
決
）

八
頭
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
令
和
３
年
６
月
11

日
に
公
布
さ
れ
た

「
全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制
度
を

構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
国
民

健
康
保
険
税
に
関
連
す
る
変
更
部
分
の

改
正
を
行
う
も
の
。
具
体
的
に
は
未
就

学
児
童
の
被
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額

す
る
も
の
。

賛
成
討
論

　
川
西
　
　
聡 

議
員

　
未
就
学
児
童
の
被
保
険
者
均
等
割
額

を
国
が
２
分
の
１
、
県
が
４
分
の
１
、

本
町
が
４
分
の
１
負
担
す
る
も
の
で
対

象
者
54

人
に
と
っ
て
は
負
担
軽
減
さ
れ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
の
貴
重
な
町

民
負
担
軽
減
で
あ
り
賛
成
す
る
。
軽
減

範
囲
の
拡
大
を
要
求
す
る
。

◇
議
案
第
28
号
（
可
決
）

八
頭
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
条
例

の
一
部
改
正

　
船
岡
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
者
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
、
現
行
の
施
設
に
加
え

て
、
船
岡
図
書
館
２
階
に
新
た
な
施
設

を
追
加
す
る
も
の
。

◇
議
案
第
29
号
（
可
決
）

八
頭
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

　
令
和
３
年
５
月
に
制
定
さ
れ
た
「
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
の
施

行
に
あ
た
り
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◇
議
案
第
30
号
（
可
決
）

八
頭
町
改
善
セ
ン
タ
ー
等
設
置
条
例
の

一
部
改
正

　
各
改
善
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
使
用
料

を
現
行
消
費
税
率
分
に
対
応
し
た
使
用

料
と
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
加
工
業

務
の
使
用
料
の
見
直
し
を
す
る
も
の
。

◇
議
案
第
31
号
（
可
決
）

八
頭
町
体
験
農
園
等
施
設
条
例
の
一
部
改
正

　
各
体
験
農
園
等
の
施
設
使
用
料
を
現

行
消
費
税
率
分
に
対
応
し
た
使
用
料
と

す
る
も
の
。

◇
議
案
第
32
号
（
可
決
）

八
頭
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
利
子
補
給
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　
鳥
取
県
と
協
調
し
て
行
う
利
子
補
給

制
度
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
利
子
補
給
補
助
金
」
の
補
助
期
間

を
２
年
延
長
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

◇
議
案
第
33
号
（
可
決
）

八
頭
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　
鳥
取
県
か
ら
移
譲
さ
れ
た
県
営
住
宅

隼
団
地
の
一
部
を
、
町
営
住
宅
に
移
管

す
る
も
の
。
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◇
議
案
第
34
号
（
可
決
）

八
東
ふ
る
里
の
森
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
八
東
ふ
る
里
の
森
の
指
定
管
理
を
有

限
会
社
高
田
技
研
　
代
表
取
締
役
　
高

田
豊
実
氏
に
指
定
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

　
指
定
管
理
料
は
、
令
和
４
年
度
か
ら

年
間
４
７
５
万
２
千
円
、
３
年
間
で
１

千
４
２
５
万
６
千
円

反
対
討
論

　
小
原
　
徹
也 

議
員

　
こ
の
議
案
の
内
容
が
民
法
で
定
め
ら

れ
て
い
る
町
長
の
裁
量
で
あ
る
追
認
と

い
う
行
為
だ
か
ら
、
私
は
反
対
す
る
も

の
だ
。
辞
退
届
に
際
し
、
産
業
福
祉
常

任
委
員
会
で
の
審
査
で
い
ま
だ
も
っ
て

本
人
が
き
ち
っ
と
明
確
に
さ
れ
て
い
な

い
。

反
対
討
論

　
森
　
亜
紀
子 

議
員

　
ふ
る
さ
と
の
森
の
指
定
管
理
の
再
応

募
は
説
明
会
に
６
者
、
応
募
は
３
団
体
。

う
ち
２
者
が
新
規
参
入
。
選
定
基
準
表

は
「
指
定
管
理
の
実
績
が
な
い
た
め
未

知
数
。
」
全
て
の
施
策
が
今
ま
で
と
同
じ

で
は
町
の
発
展
と
な
ら
ず
、
新
た
な
思

い
や
手
段
等
で
町
の
発
展
は
あ
る
。

賛
成
討
論

　
緒
方
　
陽
紀 

議
員

　
こ
の
事
業
者
は
こ
れ
ま
で
特
殊
な
管

理
を
し
な
が
ら
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
を
起
点
に
着
実
に
実
績
を
上
げ
て
い

る
。
今
後
も
ふ
る
里
の
森
の
更
な
る

可
能
性
を
見
出
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
。
よ
っ
て
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
川
西
　
　
聡 

議
員

　
高
田
技
研
が
姫
路
公
園
の
指
定
管
理

の
辞
退
届
を
提
出
し
た
際
、
辞
退
の
理

由
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
言
及
さ
れ
た
後

で
辞
退
の
理
由
を
作
文
し
た
と
し
か
考

え
ら
れ
な
い
。
姫
路
公
園
か
ら
の
撤
退

と
今
回
の
指
定
管
理
の
指
定
は
業
者
不

信
が
あ
り
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
奥
田
の
ぶ
よ 

議
員

　
選
定
委
員
会
の
中
で
こ
の
社
は
、
一

番
高
い
点
を
取
っ
て
い
る
。
実
績
の
あ

る
業
者
だ
。
ふ
る
里
の
森
は
野
鳥
を
生

か
し
、
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
や
、

自
然
を
生
か
す
こ
と
、
コ
ロ
ナ
後
の
観

光
等
、
大
い
な
る
期
待
が
持
て
る
と
判

断
し
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
岡
嶋
　
正
広 

議
員

　
提
案
の
団
体
は
今
ま
で
ふ
る
里
の
森

で
集
客
の
為
、
色
々
な
仕
掛
け
を
企
て

立
派
に
仕
事
を
成
し
遂
げ
た
。
後
は

違
っ
た
感
覚
で
後
継
者
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
。
ふ
る
里

の
森
は
今
ま
で
と
違
っ
た
新
し
い
も
の

へ
と
変
え
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

賛
成
討
論

　
川
西
美
恵
子 

議
員

　
こ
の
議
案
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
八
東
ふ

る
里
の
森
を
ど
う
町
の
特
色
あ
る
施
設

と
し
て
生
か
し
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
。
こ
れ
ま
で
も
野
鳥
の
生
息
地
と
し

て
全
国
的
に
も
有
名
な
施
設
と
し
て
管

理
、
維
持
し
て
い
た
だ
い
た
。
産
業
福

祉
常
任
委
員
会
の
原
案
可
決
の
意
思
を

尊
重
す
る
。

◇
議
案
第
35
号
（
可
決
）

令
和
３
年
度
八
頭
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
13
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

１
６
２
８
万
１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
３
２

億
４
８
３
１
万
３
千
円
と
す
る
も
の
。

<

主
な
歳
出>

○
ふ
る
さ
と
活
性
化
基
金
費

 

１
億
０
５
０
２
万
円

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策

事
業
備
品
購
入
費

 

１
９
９
６
万
円

○
地
籍
調
査
事
業
費

 

１
億
０
３
５
０
万
円

○
道
路
新
設
改
良
費
費
　

 

８
６
６
０
万
円

◇
議
案
第
46
号
（
可
決
）

令
和
４
年
度
八
頭
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
、

１
７
億
７
４
０
０
万
円
と
す
る
も
の
。

賛
成
討
論

　
川
西
　
　
聡 

議
員

　
議
案
第
27

号
、
八
頭
町
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
が
可
決
さ
れ
た
。
こ
の

会
計
予
算
の
裏
付
け
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
町
民
の
負
担
軽
減
が
連
動
す
る
。

こ
れ
は
画
期
的
な
前
進
で
あ
る
の
で
賛

成
す
る
。

◇
議
案
第
55
号
（
可
決
）

令
和
４
年
度
八
頭
町
上
私
都
財
産
区
特

別
会
計
予
算

　
財
産
区
の
財
産
の
管
理
・
経
理
な
ど

を
行
う
会
計
で
、
管
理
会
か
ら
提
出
さ

れ
た
も
の
。

反
対
討
論

　
川
西
　
　
聡 

議
員

　
財
産
区
の
予
算
は
そ
れ
ぞ
れ
の
財
産

区
が
「
財
産
区
議
会
」
を
設
置
し
予
算

を
計
上
し
て
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

誰
が
考
え
て
も
、
そ
の
理
屈
は
通
る
。

現
状
の
や
り
方
は
卒
業
す
る
べ
き
で
あ

り
、
財
産
区
の
予
算
は
反
対
す
る
。
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い
や
手
段
等
で
町
の
発
展
は
あ
る
。

へ
と
変
え
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

り
、
財
産
区
の
予
算
は
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
川
西
美
恵
子 

議
員

　
こ
こ
で
議
案
と
し
て
上
げ
ら
れ
て
い

る
の
は
特
別
会
計
の
予
算
。
そ
れ
ぞ
れ

の
財
産
区
に
区
議
会
の
制
度
を
設
け
る

か
ど
う
か
は
、
別
の
場
所
で
議
論
す
べ

き
案
件
だ
。
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

　
森
　
亜
紀
子 
議
員

　
自
治
法
に
も
謳
わ
れ
て
お
り
、
全
員

協
議
会
に
お
い
て
資
料
が
添
付
さ
れ
て

い
た
。
地
方
自
治
法
に
則
っ
て
財
産
区

の
管
理
や
扱
い
は
執
行
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
て
賛
成
と
す
る
。

◇
発
議
第
１
号
（
全
会
一
致
可
決
）

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
非

難
す
る
決
議

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武

力
攻
撃
や
主
権
侵
害
を
非
難
す
る
と
と

も
に
、
日
本
政
府
に
対
し
国
連
及
び
各

関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、

迅
速
か
つ
毅
然
と
し
た
対
応
を
強
く
求

め
る
決
意
を
表
す
る
。

令
和
４
年

第
１
回
臨
時
会

１
月
25
日

◇
議
案
第
１
号
（
可
決
）

町
営
東
郡
家
団
地
改
修
（
建
築
主
体
）

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

〇
契
約
金
額

 

７
，
０
０
０
万
７
０
０
円

 

（
１
３
８
万
２
，
７
０
０
円
増
額
）

〇
契
約
の
相
手

　 

東
洋
建
設
・
ナ
カ
タ
工
産
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体

　 

代
表
者
　
東
洋
建
設
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
森
木
　
悟

◇
議
案
第
２
号
（
可
決
）

旧
安
部
小
学
校
改
修
（
建
築
・
昇
降
機
）

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

〇
契
約
金
額

 

９
，
７
０
６
万
７
０
０
円

 

（
８
１
万
７
０
０
円
増
額
）

〇
契
約
の
相
手

　 

こ
お
げ
建
設
・
松
田
組
・
郡
家
重
機

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　 

代
表
者
　
こ
お
げ
建
設
株
式
会
社
　

代
表
取
締
役
　
山
根
　
敏
樹

◇
議
案
第
３
号
（
可
決
）

令
和
３
年
度
八
頭
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
11
号
）

　
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
予
算
総
額

に
８
８
７
９
万
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、

歳
入
・
歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
総
額
１

３
２
億
３
，
１
９
９
万
円
と
す
る
も
の
。

（
主
な
歳
出
）

○
主
食
用
米
時
期
策
支
援
事
業
費

 

３
，
７
８
０
万
円

〇
雪
害
園
芸
施
設
等
復
旧
対
策
事
業
費

 

４
，
８
５
０
万
円

〇
除
雪
対
策
費 

４
，
５
０
０
万
円

令
和
４
年

第
２
回
臨
時
会

２
月
18
日

◇
姫
路
公
園
の
指
定
管
理
の
指
定
に
つ

い
て
の
撤
回

　
指
定
管
理
者
の
有
限
会
社
高
田
技
研

代
表
取
締
役
、
高
田
豊
美
氏
よ
り
１
月

31

日
付
で
辞
退
届
が
提
出
さ
れ
た
の
で

議
案
の
撤
回
を
求
め
る
。

反
対
討
論

　
小
原
　
徹
也 

議
員

　
姫
路
公
園
に
熱
い
思
い
で
手
を
挙
げ

ら
れ
た
こ
と
、
ふ
る
里
の
森
も
12

年
間

指
定
管
理
し
て
い
る
こ
と
で
両
方
を
管

理
し
て
貰
う
の
が
良
い
。
よ
っ
て
反
対

す
る
。

反
対
討
論

　
川
西
　
　
聡 

議
員

　
新
し
く
手
を
挙
げ
た
所
は
責
任
を

も
っ
て
管
理
す
る
姿
勢
こ
そ
が
業
者

と
し
て
の
信
頼
性
を
高
め
る
と
思
う
。

よ
っ
て
反
対
す
る
。

反
対
討
論

　
森
　
亜
紀
子 

議
員

　
産
業
福
祉
常
任
委
員
会
は
、「
こ
の
社

の
持
っ
て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
（
姫
路
公

園
に
）
フ
ル
に
発
揮
し
て
貰
い
発
展
に

寄
与
し
て
ほ
し
い
」
と
継
続
案
件
を
可

決
。
故
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
川
西
美
恵
子 

議
員

　
指
定
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
社

会
情
勢
の
変
化
も
あ
り
熟
慮
を
重
ね
姫

路
公
園
の
指
定
管
理
を
辞
退
さ
れ
た
。

そ
の
企
業
の
思
い
を
尊
重
す
る
の
で
賛

成
す
る
。

◇
議
案
第
４
号
（
可
決
）

令
和
３
年
度
八
頭
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
12
号
）

　
歳
入
歳
出
の
総
額
に
変
更
は
無
く
、

予
備
費
か
ら
５
，
８
１
０
万
円
を
流
用

す
る
も
の
。

（
主
な
歳
出
）

〇
除
雪
対
策
費 

５
，
５
５
０
万
円
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議 案 等 議 決 結 果議 案 等 議 決 結 果

議案等
番　号

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

結

　
　果

件　　　　　名

森

　亜
紀
子

山
根
張
太
郎

中
村

　美
鈴

尾
島

　
　勲

矢
部

　啓
祐

灘
口

　茂
郎

岡
嶋

　正
広

栄
田

　秀
之

川
西

　
　聡

小
原

　徹
也

川
西
美
恵
子

緒
方

　陽
紀

奥
田
の
ぶ
よ

　第１回臨時会

1
町営住宅東郡家団地改修（建築主体）工事請負変更契約
の締結

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

2
旧安部小学校改修（建築・昇降機）工事請負変更契約の
締結

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

3 令和３年度八頭町一般会計補正予算（第11号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

　第２回臨時会

姫路公園の指定管理者の指定の撤回の件 × - 〇 〇 〇 - - 〇 × × 〇 〇 〇 許可

4
令和３年度八頭町一般会計補正予算
（第12号）

〇 - 〇 〇 〇 - - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

　第３回定例会

5 ～ 6 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

7 教育委員会委員の任命につき同意を求めること 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

8～ 13 八頭町財産区管理委員の選任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

14 町道の路線認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

15 八頭町辺地に係る総合整備計画の変更 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

16
因美線東郡家・郡家間宮谷踏切付近下水道管（雨水）布
設工事に関する協定の一部を変更する協定締結

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

17 債権の放棄（住宅新築資金貸付金） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

18 財産の貸付（旧安部保育所） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

19 財産の貸付（旧隼小学校） × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 可決

20 財産の貸付（米粉製粉機ほか） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

21 八頭町監査委員条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

22 八頭町職員の給与に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

23
八頭町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

24
八頭町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す
る条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

25 八頭町職員の育児休業等に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

26
八頭町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条
例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

27 八頭町国民健康保険税条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

28 八頭町放課後児童クラブ施設条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

29 八頭町個人情報保護条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

30 八頭町改善センター等設置条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

31 八頭町体験農園等施設条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

32
八頭町新型コロナウイルス感染症対応利子補給基金条例
の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
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賛成「○」　、反対「×」、欠席「-」で記載。議案の採決は、前田議長を除く13人で行う。

議案等
番　号

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

結

　
　果

件　　　　　名

森

　亜
紀
子

山
根
張
太
郎

中
村

　美
鈴

尾
島

　
　勲

矢
部

　啓
祐

灘
口

　茂
郎

岡
嶋

　正
広

栄
田

　秀
之

川
西

　
　聡

小
原

　徹
也

川
西
美
恵
子

緒
方

　陽
紀

奥
田
の
ぶ
よ

33 八頭町営住宅条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

34 八東ふる里の森の指定管理者の指定 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 可決

35 令和３年度八頭町一般会計補正予算(第13号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

36
令和３年度八頭町国民健康保険特別会計補正予算
(第２号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

37 令和３年度八頭町簡易水道特別会計補正予算(第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

38 令和３年度八頭町住宅資金特別会計補正予算(第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

39 令和３年度八頭町公共下水道特別会計補正予算(第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

40
令和３年度八頭町農業集落排水特別会計補正予算
(第３号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

41 令和３年度八頭町介護保険特別会計補正予算(第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

42 令和３年度八頭町宅地造成特別会計補正予算(第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

43 令和３年度八頭町墓地事業特別会計補正予算(第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

44
令和３年度八頭町後期高齢者医療特別会計補正予算
(第１号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

45 令和４年度八頭町一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

46 令和４年度八頭町国民健康保険特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

47 令和４年度八頭町簡易水道特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

48 令和４年度八頭町住宅資金特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

49 令和４年度八頭町公共下水道特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

50 令和４年度八頭町農業集落排水特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

51 令和４年度八頭町介護保険特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

52 令和４年度八頭町宅地造成特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

53 令和４年度八頭町墓地事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

54 令和４年度八頭町後期高齢者医療特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 可決

55 令和４年度八頭町上私都財産区特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 可決

56 令和４年度八頭町市場、覚王寺財産区特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 可決

57 令和４年度八頭町上津黒、下津黒財産区特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 可決

58 令和４年度八頭町篠波財産区特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 可決

59 令和４年度八頭町大江財産区特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 可決

発議１ ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

継続
審査

鳥取県内に放射性廃棄物の最終処分場を建設させない議
会決議のための陳情書

〇 〇 × × × × 〇 × 〇 × × × × 不採択

陳情１
「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」
の採決を求める陳情書

× × × × × × × × 〇 × × × × 不採択

陳情２ 八頭町議会に対する陳情書 × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 採択
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議会改革に取り組んでいます

　八頭町議会は身近で信頼される議会、開かれた議会を目指し、

令和３年６月に議会改革推進調査特別委員会を設置し、様々な

議会改革に取り組んでいます。

★★議会改革推進調査特別委員会の進め方★　 

①各議員から検討事項を収集し全体で検討➡

②検討事項の優先順位を決め３小委員会を設置➡

③各小委員会で検討事項を検討➡

④小委員会で検討された結果を全体委員会に諮り改革を推進

　特別委員会とは 

　特定の問題や町政のうち特に

重要な事項を調査・研究するた

め議会の議決により特別委員会

が設置されます。

　現在、八頭町では「予算・

決算に関する調査特別委員

会」と「議会改革推進調査特

別委員会」があります。

各小委員会の活動内容

活動状況

小委員会 メンバー 検討事項

議会内部小委員会
◎川西聡　〇山根張太郎

　中村美鈴、緒方陽紀

議員報酬、定数、議員研修、事務局強化

議会監査委員の検討、事業評価、

議会 BCP 等

可視化・デジタル化

小委員会

◎灘口茂郎　〇尾島勲

　栄田秀之、　小原徹也

本会議、委員会、全員協議会の放送

（インターネット、ケーブルテレビ）

議会へのタブレット導入等

議会外部小委員会
◎矢部啓祐　〇川西美恵子

　森亜紀子、　岡嶋正広

議会報告会、意見交換会の見直し

議会モニター、サポーターの導入等

※ 前田幸己議長はオブザーバーとして、奥田のぶよ議員は委員長として全体に関わります。

※　◎座長　〇副座長

東部議長会議員研修会

令和 3年 10 月 14 日

議会報告会

令和 3年 11 月 21 日、29 日

鳥取市議会視察

令和 3年 11 月 2日
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　八頭町議会では、議会を身近に感じてもらい、理解を深めていただくため、議会広報モニター

制度を設けています。現在、公募により 7 人の方にお願いし、年 4 回発行する「議会だより」

へのご意見をうかがっています。「第 68 号 八頭町議会だより」に頂いたアンケート結果、ご

意見を紹介します。

・季節感があって良い。

・シンプルで見やすかった。

・ 子供達の表情がなごむ。ただ、もう少し大人

数の写真でも良かったのでは。

・ 目次ではなくトピックスを見出しにしてみては。

・ 文章の量と写真のバランスが良くないページ

が目立つ。

・ 余白のバランスが悪いが写真などを活用しては。

・ 年間を通して同じような内容の質問が多い。

・わかりやすくまとめてあり良かった。

・予算が大きいので郡家地区の雨水排水事業。

・一般質問のページ。

・トピックスの指定管理者制度の内容。

・議案等議決結果のページ。

・ もっと議員が協力しあって取り組んでもらい

たい。

・綴る穴が開けてあるが必要なのか。

・ 住民の声をもっと聴く活動をしてもらいたい。

・より良い紙面にしたいという熱意を感じる。

・ 指定管理者の指定、郡家地区の雨水排水事業

の説明がわかりやすかった。

・審議の流れや内容の説明がわかりやすかった。

・もっと用語の注釈があると読みやすい。

・文字をもっと大きくしてもらいたい。

・議員個別の紹介ページがあってもよいのでは。

・議会と町側の役割の違いを紹介してみては。

・ 町民の声をもっと重視したコーナーがあって

もよいのでは。

・各集落からの要望事項などを紹介するページ。

・ 議会報告会の写真は、空席が目立つものでも

良かったのではないか。

・図やグラフが多く、見やすかった。

・ 前半は議会報告のみでまとめるなど、順番を

もっと考えてみては。

表紙のレイアウト、写真について

一般質問の項の文章や写真、見出しは

よく読まれた掲載は何ですか

ご意見・ご感想など

わかりやすい表現や言い回しなどは

掲載して欲しい内容や企画など

全体のレイアウトや写真などについて

アンケートへのご回答ありがとうございました。

出来ることから取り組んでまいりたいと思います。

議会広報モニターの方々から
この様なご意見をいただきました
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件　　　　　　　　　名 提　　出　　者 審査結果 理　　　由

鳥取県内に放射性廃棄物の最終処

分場を建設させない議会決議のた

めの陳情書

「反核・平和の日リレー

鳥取県実行委員会

実行委員長　其山　将範

不採択

陳情の要旨は理解す

るが、議会による決

議までは必要ない。

「最低賃金の改善と中小企業支援

の拡充を求める意見書」の採択を

求める陳情書

鳥取県労働組合総連合

議長　田中　暁
不採択

中小企業支援策と全

国一律最低賃金を両

立することは難しく、

最低賃金の引き上げ

を企業支援に結び付

けるのは困難である

と考える。

八頭町議会に対する陳情書
八頭町議会広報モニター

代表　川村　忠幸
採　択 陳情の趣旨を認めた。

質問者 質問事項 頁

川西美恵子

子育て支援

15

過疎地域指定と八頭町の未来づくり

矢部　啓祐 隼Ｌａｂ．の取り組み 16

奥田のぶよ

消費者教育推進

17

マイナンバーカードの普及と活用

岡嶋　正広

下水道使用料金の改正計画

18

除雪委託業務における反省点と今後

小原　徹也 農業委員会と監査報告 19

中村　美鈴 町民の健康 20

質問者 質問事項 頁

川西　　聡

八頭町農業委員会の機能及び職責

21
子どもに係る国民健康保険税の均等割り
減額措置

森　亜紀子

町有財産（土地・建物）のあり方

22

除雪の対策

山根張太郎 八頭町本庁舎建て替え 23

尾島　　勲 八頭町教育ビジョン 24

栄田　秀之

令和４年度骨格予算

25

子どもたちの放課後の遊び場

ここが聞きたい

一  般  質  問

11人が

一般質問

しました。
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▲　特別利用保育が導入されることとなりました

まちづくり

過
疎
地
域
指
定
と
八
頭
町

の
未
来
づ
く
り

町
長
／

若
い
世
代
の
定
住
対
策

を
実
施
す
る

川西美恵子　議員

子
育
て
支
援

特別利用保育の実施は

町長/ 新年度の４月から実施する

質
問

　
昨
年
６
月
の
一
般
質
問
で
、

認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
に
つ
い

て
質
問
し
た
が
、
当
面
は
、
現

保
育
所
で
の
入
所
基
準
の
緩
和

に
向
け
て
他
町
の
例
を
参
考
に

し
て
検
討
す
る
と
町
長
は
答
弁

し
た
。

　
現
状
で
は
、
３
歳
以
上
で
保

護
者
が
仕
事
を
し
て
い
な
い
子

ど
も
を
預
か
る
幼
稚
園
や
認
定

こ
ど
も
園
が
八
頭
町
に
は
な

く
、
鳥
取
市
の
幼
稚
園
や
こ
ど

も
園
に
通
園
す
る
し
か
な
い
状

況
だ
。
通
常
５
歳
と
い
え
ば
次

は
同
じ
小
学
校
に
行
く
こ
と
に

な
る
。
友
達
関
係
が
八
頭
町
内

で
は
構
築
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
保
護
者
と
し
て
は
残
念

な
こ
と
だ
と
思
う
。

　
保
護
者
が
働
い
て
い
な
く
て

も
、
３
歳
か
ら
５
歳
の
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
保
育
や
幼
児

教
育
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
が
大
切
だ
。
保
育
所
入

所
基
準
の
緩
和
に
つ
い
て
の
進

捗
状
況
を
尋
ね
る
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
昨
年
の
６
月
議
会
以
後
、
他

町
の
特
別
利
用
保
育
の
実
施
状

況
に
つ
い
て
内
部
で
検
討
を

行
っ
て
い
る
。
本
町
で
保
護
者

が
働
い
て
い
な
い
子
ど
も
で
３

歳
以
上
の
児
童
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
の
４
月
１
日
以
降
、
特

別
利
用
保
育
を
行
う
予
定
に
し

て
い
る
。
来
年
度
の
保
育
所
入

所
の
一
斉
募
集
時
に
特
別
利
用

保
育
の
案
内
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
は
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い

る
。
早
急
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

掲
載
や
資
料
配
布
等
を
行
い
、

実
施
に
向
け
た
周
知
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

質
問

　
本
町
で
は
合
併
以
来
、
旧
八

東
地
域
だ
け
が
過
疎
地
域
に
指

定
さ
れ
て
い
た
。
令
和
３
年
４

月
旧
船
岡
地
域
も
過
疎
地
域
に

指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
令
和
４
年

４
月
１
日
付
で
新
た
に
旧
郡
家

地
域
が
追
加
指
定
さ
れ
、
八
頭

町
全
体
が
過
疎
地
域
に
指
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
子
育
て
が
し
や
す
い
町
、
交

通
の
利
便
性
の
高
い
町
、
住
む

住
環
境
が
整
っ
て
い
る
町
、
教

育
環
境
が
整
っ
て
い
る
町
に
な

ら
な
い
と
人
口
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
。
有
利
な
起
債

で
あ
る
過
疎
債
を
活
用
し
た
事

業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
八
頭
町

の
未
来
づ
く
り
に
つ
い
て
町
長

の
方
向
性
を
問
う
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
旧
郡
家
町
は
、
40

年
間
で
８

４
１
人
（
△
８
．
５
％
）、
旧
船

岡
町
は
１
，
６
６
７
人
（
△
33

．

４
％
）、
旧
八
東
町
は
２
，
８
５

８
人
（
△
43

．
９
％
）
の
減
少

と
な
り
、
町
全
体
で
は
５
，
３

６
６
人
、
減
少
率
25

．
１
％
で
、

町
全
体
が
過
疎
指
定
に
な
っ
た
。

　「
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
」
に
つ
い
て
は
、
計
画
の
見

直
し
が
必
要
と
な
る
が
、
盛
り

込
む
事
業
に
つ
い
て
は
、
総
合

計
画
を
基
に
し
た
も
の
と
な
る
。

　
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
残
っ

て
い
た
だ
け
る
政
策
は
大
切
だ

と
思
う
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

つ
い
て
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▲　隼 Lab. コワーキングスペース

矢部　啓祐　議員

隼
Ｌ
ａ
ｂ
．

隼Ｌ
ラ ボ

ａｂ.を利用したＵターン
の加速支援を

町長/状況を調査して検討したい

質
問

　
地
域
の
拠
点
と
し
て
創
出
さ

れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
複
合
施
設

隼
Ｌ
ａ
ｂ
．
は
、
開
設
か
ら
５

年
目
を
迎
え
、
地
域
課
題
へ
の

取
組
が
評
価
を
得
、
本
町
を
代

表
す
る
取
組
と
な
っ
て
い
る
。

①
隼
Ｌ
ａ
ｂ
．
の
現
状
と
課
題

は
。

②
コ
ロ
ナ
禍
の
先
を
見
据
え
た

地
域
住
民
と
の
関
わ
り
方
の
展

望
は
。

③
隼
ア
カ
デ
ミ
ー
等
を
活
用
し

た
地
域
課
題
へ
の
取
組
、
人
材

育
成
へ
の
助
成
の
考
え
は
。

④
「
八
頭
未
来
の
田ま

ち舎
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
今
後
の
展
望
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
現
在
、
シ
ー
セ
ブ
ン
ハ
ヤ
ブ

サ
の
管
理
運
営
に
よ
り
、
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
人
脈
等
を
活
用

し
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
施
設
と

な
っ
て
い
る
。
新
た
な
企
業
や

雇
用
の
創
出
、
健
康
づ
く
り
の

場
所
と
し
て
、
隼
地
区
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
も
入
る
な
ど
、
年

間
５
万
７
０
０
０
人
以
上
の
方

が
来
場
し
、
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
存
在
す
る
拠
点
と
な
っ

て
い
る
。

　
今
後
は
地
域
課
題
へ
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
、
オ
フ
ィ
ス
が
満

室
の
中
、
ど
う
事
業
展
開
を
し

て
い
く
の
か
が
課
題
だ
。

②
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
中
止
が
続
く
が
、

校
庭
の
草
刈
や
環
境
美
化
活
動

を
継
続
し
、
運
営
会
社
・
地
域

住
民
と
行
政
も
一
緒
に
な
っ
て

進
め
て
い
き
た
い
。

③
本
町
は
、
「
出
る
杭
を
伸
ば

す
事
業
者
応
援
補
助
金
」
で
起

業
や
事
業
継
承
を
助
成
し
て
い

る
。
隼
Ｌ
ａ
ｂ
．
、
県
、
商
工

会
等
と
と
も
に
進
め
て
い
き
た

い
。

④
昨
年
11

月
に
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
配
送
実
証
実
験
を
行
っ
た
。

一
足
飛
び
に
結
果
に
は
つ
な
が

ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
協

定
を
も
と
に
推
進
し
て
い
く
。

質
問

　
答
弁
さ
れ
た
課
題
に
対
し

て
、
隼
Ｌ
ａ
ｂ
．
を
巣
立
っ
て

い
く
よ
う
な
企
業
が
町
内
の
空

き
施
設
を
活
用
す
る
助
成
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

　
地
域
に
活
力
を
生
み
、
新
た

な
新
陳
代
謝
に
も
な
る
と
思
う
。

公
共
施
設
も
含
め
た
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
す
る
場
合
は
特

に
助
成
が
あ
れ
ば
と
感
じ
る
が
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
起
業
家
支
援
の
助
成
を
し
て

い
る
経
過
が
あ
る
。
二
口
の
助

成
は
出
来
な
い
の
で
、
「
出
る

杭
を
伸
ば
す
事
業
者
応
援
補
助

金
」
を
上
手
に
活
用
す
る
こ
と

を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

質
問

　
隼
Ｌ
ａ
ｂ
．
か
ら
企
業
が
巣

立
っ
て
い
く
事
に
新
た
な
ブ
ラ

ン
ド
化
を
し
、
価
値
創
造
を
行

政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

で
、
オ
フ
ィ
ス
が
満
室
に
な
っ

て
い
る
現
状
、
次
の
事
業
展
開

の
解
決
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
管
理
運
営
会
社
と
調
整
し
て

み
た
い
と
感
じ
た
。

質
問

　
八
頭
町
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
加
速

の
た
め
、
隼
Ｌ
ａ
ｂ
．
を
利
用

し
て
Ｕ
タ
ー
ン
者
を
対
象
に
し

た
働
く
場
所
へ
の
支
援
は
出
来

な
い
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
八
頭
町
と
し
て
Ｕ
タ
ー
ン
者

へ
の
支
援
は
し
て
い
な
い
の
が

現
状
だ
。
状
況
を
調
査
し
て
検

討
し
た
い
。

質
問

　
町
内
企
業
や
町
内
出
身
者
が

隼
Ｌ
ａ
ｂ
．
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

受
講
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ

て
み
て
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
出
来
る

か
検
討
し
た
い
。
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が
来
場
し
、
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
存
在
す
る
拠
点
と
な
っ

今
後
は
地
域
課
題
へ
の
コ
ー

へ
の
支
援
は
し
て
い
な
い
の
が

現
状
だ
。
状
況
を
調
査
し
て
検

消
費
者
対
策

出前講座の間口を広げるべき
では

町長/
 状況を踏まえ社協とも　　

改めて話をする

質
問

　
令
和
４
年
４
月
1

日
か
ら
民

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
成
年

年
齢
が
18

歳
と
な
る
が
本
町
の

消
費
者
教
育
に
つ
い
て
問
う
。

①
消
費
者
相
談
体
制
は
。

②
消
費
者
教
育
は
。

③
小
中
学
校
の
消
費
者
教
育

は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
岩
美
町
、
若
桜
町
、
智
頭
町
、

本
町
の
４
町
で
広
域
的
に
相
談

を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
と
っ
て

い
る
。
本
町
は
毎
週
木
曜
日
の

９
時
か
ら
16

時
に
丹
比
地
区
公

民
館
で
相
談
を
受
け
て
い
る
。

電
話
の
相
談
も
可
能
だ
。

②
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
啓

発
出
前
講
座
」
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
は
民
法
の
改
正
を
受

け
中
学
校
等
と
連
携
し
広
く
注

意
喚
起
し
て
い
く
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

③
発
達
段
階
に
応
じ
て
計
画

的
、
各
教
科
横
断
的
に
消
費
者

教
育
を
行
っ
て
い
る
。

質
問

　
社
協
か
ら
の
要
請
で
行
っ
て

い
る
出
前
講
座
の
間
口
を
広
げ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
状
況
を
踏
ま
え
て
社
協
と
も

改
め
て
話
を
し
た
い
。

質
問

　
「
消
費
者
行
政
対
策
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
」
設
置
の
本
町

で
の
検
討
は
あ
っ
た
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
協
議
会
は
立
ち
上
が
っ
て
い

な
い
。
内
容
を
調
査
す
る
。

奥田のぶよ　議員

質
問

①
本
町
の
最
新
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
発
行
状
況
は
。

②
普
及
率
の
向
上
に
向
け
た
取

組
は
。

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保

険
証
利
用
は
。

④
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
で
き
る
証

明
書
等
は
。

⑤
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
活
用

の
事
務
の
効
率
化
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
令
和
４
年
１
月
末
時
点
で
交

付
率
は
38

．
４
％
だ
。

②
休
日
窓
口
開
庁
や
町
内
事
業

所
を
訪
問
し
、
出
張
申
請
方
式

を
実
施
し
向
上
を
図
っ
て
い

る
。

③
本
町
の
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
は
２
月
末
時
点
で
２

８
４
人
が
健
康
保
険
証
と
連
携

申
し
込
み
を
し
て
い
る
。

④
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録

マイナン
バーカード

普
及
に
向
け
た
取
組
は

町
長
／

出
張
申
請
方
式
を
実

施
し
向
上
を
図
っ
て
い
る

▲　消費者相談窓口　
　　（丹比地区公民館）

証
明
書
、
所
得
課
税
証
明
書
の

３
種
で
月
平
均
50

件
の
交
付
数

だ
。
利
用
は
伸
び
て
い
る
。

⑤
各
種
手
続
き
を
自
宅
で
申
請

で
き
る
仕
組
み
が
で
き
て
い

る
。

質
問

　
本
人
限
定
受
取
郵
便
で
受
け

取
る
こ
と
を
実
施
し
て
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
調
査
し
た
い
。

質
問

　
戸
籍
謄
本
、
抄
本
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
実
施
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
全
国
の
戸
籍
統
一
化
が
６
年

な
の
で
７
年
ぐ
ら
い
の
予
定

だ
。
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下
水
道
　
　

　
使
用
料
金

算定に無理があるのでは

町長/
 現実の排水量により近い　
ものになる

除雪対策

車
両
貸
与
で
小
範
囲
の

除
雪
を
行
う
こ
と
は

町
長
／

担
い
手
確
保
が
検
討

課
題

質
問

　
本
町
で
は
現
在
下
水
道
使
用

料
金
は
住
民
票
世
帯
人
数
を
基

に
計
算
さ
れ
て
い
る
。
近
い
将

来
世
帯
人
数
で
は
な
く
使
用
水

量
に
応
じ
た
料
金
と
す
る
計
算

方
式
を
検
討
中
と
の
こ
と
。

　
次
の
４
点
質
問
す
る
。

①
地
域
運
営
の
水
道
、
自
宅
の

井
戸
水
の
利
用
等
町
の
水
道
以

外
の
水
を
利
用
の
場
合
、
使
用

水
量
の
予
想
に
よ
る
下
水
道
使

用
料
の
算
定
に
は
無
理
が
あ
る

と
考
え
る
が
。

②
こ
の
よ
う
な
計
画
を
進
め
る

き
っ
か
け
は
。

③
町
の
水
道
水
以
外
の
使
用
水

量
測
定
方
法
の
検
討
は
。

④
こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
時
間

を
か
け
て
丁
寧
に
町
民
説
明
及

び
意
見
交
換
を
行
な
う
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
お
考
え
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
実
際
汚
水
排
水
量
に
は
多
少

の
誤
差
が
生
じ
る
と
考
え
る

が
、
現
在
の
人
数
割
方
式
と
比

較
す
る
と
、
よ
り
現
実
の
汚
水

排
水
量
に
近
い
も
の
に
な
る
と

考
え
る
。

②
使
用
料
料
金
制
度
へ
の
改
正

の
必
要
が
あ
る
と
い
う
運
営
審

質
問

①
作
業
開
始
時
間
の
徹
底
が
図

ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る

が
。

②
契
約
の
後
、
雪
が
降
っ
て
い

な
い
状
況
で
作
業
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
と
町
担
当
者
で
路
線
の
点

検
・
確
認
を
行
な
う
べ
き
で
は
。

③
地
域
の
団
体
例
え
ば
自
警
団

と
か
有
志
の
会
等
に
車
両
を
貸

与
し
、
小
範
囲
（
例
え
ば
４
～

５
集
落
）
の
除
雪
を
行
な
う
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
午
前
５
時
の
開
始
を
目
安
と

し
積
雪
状
況
を
判
断
の
上
、
出

動
を
お
願
い
し
て
い
る
。
早
い

時
間
帯
に
完
了
し
た
い
と
考
え

て
い
る
が
、
終
了
が
夕
方
に

な
っ
て
い
る
路
線
も
あ
る
。
計

画
的
に
機
械
を
増
や
す
必
要
が

あ
る
と
も
考
え
て
い
る
。

②
受
託
業
者
の
皆
さ
ん
に
作
業

議
会
の
答
申
で
あ
る
。

③
計
測
メ
ー
タ
ー
の
設
置
も
考

え
ら
れ
る
が
設
置
及
び
維
持
管

理
、
検
針
費
用
等
多
額
の
経
費

が
必
要
。
他
の
自
治
体
状
況
を

踏
ま
え
調
査
研
究
し
検
討
し
た

い
。

④
公
平
・
公
正
な
算
定
方
式
や

料
金
設
定
の
検
討
を
行
な
う
必

要
が
あ
る
。
上
下
水
道
運
営
審

議
会
と
か
町
議
会
、
住
民
の
皆

様
へ
の
説
明
を
行
な
い
な
が
ら

一
緒
に
検
討
し
た
い
と
考
え

る
。

岡嶋　正広　議員

説
明
会
を
開
催
し
注
意
事
項
の

事
前
確
認
を
お
願
い
す
る
と
共

に
、
詳
細
な
注
意
事
項
を
記
載

し
た
路
線
図
も
配
布
し
て
い
る
。

③
町
所
有
の
機
械
は
限
ら
れ
て

お
り
、
貸
与
す
れ
ば
か
な
り
の

台
数
が
必
要
か
と
考
え
る
。
こ

れ
か
ら
の
除
雪
作
業
は
担
い
手

確
保
が
検
討
課
題
で
あ
る
。

質
問

　
雪
の
降
る
前
の
現
地
事
前
確

認
は
必
須
項
目
と
し
、
要
し
た

時
間
は
業
務
時
間
と
す
る
制
度

を
取
り
入
れ
て
み
て
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
問
題
な
い
と
思
う
。
事
前
の

確
認
は
非
常
に
大
事
だ
。
徹
底

さ
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
町
条
例
の
施
行
に
つ
い
て

▲　水道事業を担当する役場上下水道課
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排
水
量
に
近
い
も
の
に
な
る
と

②
使
用
料
料
金
制
度
へ
の
改
正

の
必
要
が
あ
る
と
い
う
運
営
審

な
っ
て
い
る
路
線
も
あ
る
。
計

画
的
に
機
械
を
増
や
す
必
要
が

あ
る
と
も
考
え
て
い
る
。

②
受
託
業
者
の
皆
さ
ん
に
作
業

・
町
条
例
の
施
行
に
つ
い
て

▲　農業委員会事務局

農
業
委
員
会

と
監
査
委
員

問題点と課題は

農業委員会会長/
 法令遵守と高い倫理
観を持つ

質
問
　
農
業
委
員
会

①
農
業
委
員
会
の
課
題
と
問
題

点
は
何
か
。

②
農
業
委
員
会
の
役
割
は
。

③
農
地
の
権
利
を
有
す
る
者
の

責
務
は
Ｈ
21

年
の
農
地
法
の
一

部
改
正
す
る
法
律
の
国
会
審
議

の
際
、
衆
参
両
院
で
付
帯
決
議

が
さ
れ
て
い
る
。
農
業
委
員
会

と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

④
本
町
で
起
き
た
事
案
で
農
地

法
違
反
の
問
題
は
。

⑤
一
般
的
な
、
法
律
の
解
釈
を

聞
き
た
い
。
委
員
会
は
違
反
が

明
確
に
な
れ
ば
、
是
正
す
る
事

だ
が
、
い
ま
だ
「
厳
重
注
意
」

で
違
法
状
態
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
第
一
種
農
地
を
転

用
し
て
い
く
の
か
。

答
弁
　
横
山
農
業
委
員
会
会
長

①
令
和
４
年
１
月
27

日
付
の
違

反
転
用
行
為
が
あ
っ
た
。

②
農
地
法
の
目
的
は
、
国
内
の

農
業
生
産
の
基
盤
で
あ
る
農
地

が
、
現
在
及
び
将
来
に
お
け
る

国
民
の
為
の
限
ら
れ
た
資
源
で

あ
り
、
か
つ
地
域
に
お
け
る
貴

重
な
資
源
で
あ
る
事
に
鑑
み
、

耕
作
者
自
ら
に
よ
る
農
地
の
所

有
者
が
果
た
し
て
き
て
い
る
重

要
な
役
割
も
踏
ま
え
つ
つ
、
農

地
を
農
地
以
外
に
す
る
こ
と
を

規
制
す
る
、
と
あ
り
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
は
法
令
順
守
と

高
い
倫
理
観
を
持
ち
、
農
業
委

員
会
憲
章
に
は

一 

優
良
農
地
の
確
保
と
効
率
利

用
を
進
め
ま
す
。

一 

農
地
利
用
の
最
適
化
を
目
指

し
・
・
促
進
に
努
め
ま
す
。

一 

認
定
農
業
者
や
意
欲
あ
る
担

い
手
・
・
農
業
・
農
村
の
持

続
的
発
展
に
努
め
ま
す
。

と
あ
り
ま
す
。

③
議
員
の
言
わ
れ
る
通
り
が
筋

だ
が
、
転
用
可
能
で
あ
る
か
ど

う
か
と
問
題
も
あ
る
。

④
守
秘
義
務
が
あ
る
の
で
控
え

た
い
。

⑤
農
振
地
域
に
は
、
非
常
に
厳

格
な
規
制
が
か
か
っ
て
い
る
。

特
に
、
第
一
種
農
地
は
圃
場
整

備
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、
国
か

ら
の
支
援
を
受
け
て
お
り
、
非

常
に
難
し
い
問
題
に
な
る
。

質
問
　
代
表
監
査
委
員

⑥
補
助
金
の
適
正
化
法
と
は
。

国
民
か
ら
徴
収
さ
れ
た
税
金
、

貴
重
な
財
源
で
賄
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
特
に
留
意
し
、
公
正
か

つ
効
率
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
補

小原　徹也　議員

助
金
は
出
す
方
と
受
け
る
方
、

両
方
に
善
管
注
意
義
務
が
あ

り
、
善
管
注
意
義
務
に
つ
い
て
、

監
査
委
員
の
理
解
は
。

⑦
八
頭
町
の
将
来
的
な
監
査
の

方
向
性
は
。

答
弁
　
丸
山
代
表
監
査
委
員

⑥
交
付
し
た
補
助
金
が
適
正
に

使
わ
れ
て
い
る
か
。
未
経
過
期

間
の
分
は
、
補
助
金
を
返
還
す

る
措
置
は
さ
れ
て
い
る
か
と
い

う
認
識
だ
。

⑦
公
営
企
業
の
関
係
の
監
査
も

こ
れ
か
ら
入
っ
て
く
る
。
今
常

勤
で
な
く
、
監
査
の
都
度
出
る
。

専
門
的
に
い
る
の
は
、
多
分
私

一
人
み
た
い
な
状
況
で
す
。
今

の
体
制
で
大
き
な
監
査
業
務
を

こ
な
し
て
い
く
の
は
難
し
く
。

町
長
と
議
長
に
、
体
制
強
化
の

要
望
は
出
し
て
い
る
。
非
常
勤

で
な
い
監
査
委
員
が
一
番
い
い

が
、
町
村
で
県
内
に
は
無
い
。

県
と
か
市
役
所
は
あ
る
と
思
う

が
、
あ
あ
い
っ
た
形
に
な
れ
ば

法
律
と
か
深
く
掘
り
下
げ
て
、

見
る
が
詳
し
い
こ
と
を
聞
か
れ

て
も
答
弁
で
き
な
い
。
監
査
期

間
も
限
ら
れ
て
お
り
夜
も
寝
ず

に
と
い
う
よ
う
な
時
も
あ
る
。

そ
の
辺
考
慮
し
て
頂
き
環
境
を

改
善
し
て
頂
き
た
い
。
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町
民
の
健
康

スポーツジムの仕組み作りが
出来ないか

町長/
 総合戦略に計画中で、取組
みを考えたい

質
問

　
令
和
２
年
１
月
初
旬
、
世
界

中
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延

し
て
３
年
目
に
な
る
。
そ
の
間
、

日
本
で
も
死
者
が
約
２
万
人
を

超
え
、
社
会
生
活
や
経
済
活
動

に
も
大
混
乱
が
生
じ
て
い
る
現

状
だ
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
急

増
し
て
い
る
の
は
健
康
２
次
被

害
だ
。
外
出
自
粛
に
よ
り
、
免

疫
力
低
下
な
ど
病
気
の
重
症
化

へ
の
リ
ス
ク
に
つ
な
が
る
。

①
１
回
か
ら
３
回
目
の
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
加
速
化
が
求
め
ら

れ
る
が
、
取
組
み
状
況
は
。

②
本
町
の
過
去
３
年
間
の
特
定

健
診
と
が
ん
検
診
の
受
診
率

は
。
ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
の
定

期
受
診
や
妊
娠
後
期
の
方
の
対

応
は
。
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

の
現
状
は
。

③
コ
ロ
ナ
禍
で
の
認
知
症
等
の

対
策
状
況
は
。

④
健
康
維
持
に
ど
の
様
な
取
組

み
が
重
要
か
、
課
題
は
何
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①

88

．

９

％
、

88

．

３

％
、

38

．
８
％
。
当
初
計
画
よ
り
早

期
接
種
で
き
る
様
、
２
回
目
接

種
対
象
者
か
ら
、
初
回
接
種
完

了
後
６
か
月
で
、
接
種
券
を
送

付
す
る
対
応
を
実
施
。

②
特
定
検
診
は
平
成
30

年
度

48

％
、
令
和
元
年
度
49

．
２
％
、

２
年
度
48

．
９
％
と
コ
ロ
ナ
の

影
響
も
あ
り
若
干
減
少
だ
。

　
ま
た
、
肺
が
ん
検
診
受
診
率

は
平
成
30

年
度
47

．
９
％
、
令

和
元
年
度
47

．
６
％
、
２
年
度

43

．
２
％
。
大
腸
が
ん
検
診

45

．
２
％
、
44

．
６
％
、
41

．

８
％
。
胃
が
ん
検
診
36

．
２
％
、

35

．
５
％
、
32

．
７
％
。
子
宮

が
ん
検
診
33

．
４
％
、
34

％
、

30

．
８
％
。
乳
が
ん
検
診
は
２

年
に
１
回
の
受
診
で
21

．７
％
、

21

．
１
％
、
19

．
３
％
。
総
体

的
に
令
和
２
年
度
は
特
定
健
診

同
様
、
感
染
症
の
影
響
で
受
診

率
が
低
下
傾
向
だ
。
人
間
ド
ッ

ク
は
対
象
を
偶
数
年
齢
の
隔
年

で
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
方

は
集
団
検
診
や
個
別
健
診
を
年

１
回
勧
奨
。
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
は
、
国
の
方
針
で
町
で
は

積
極
的
勧
奨
は
し
て
い
な
い
。

昨
年
５
月
～
６
月
に
対
象
の
小

６
～
高
校
１
年
生
の
児
童
生
徒

と
保
護
者
に
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
や
安
全
性
に
関
す
る
情
報
等

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し
、

接
種
希
望
者
に
接
種
券
を
送
付

し
て
い
る
。

③
毎
年
、
介
護
保
険
の
認
定
を

受
け
て
い
な
い
高
齢
者
を
対
象

に
「
健
康
状
態
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
を
行
い
、
運
動
機
能
、

口
腔
機
能
向
上
の
為
の
「
は
つ

ら
つ
教
室
」
へ
つ
な
げ
て
い
る
。

短
期
集
中
で
、
６
か
月
間
で
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
社
協
、
老
健
す

こ
や
か
に
委
託
し
、
町
内
４
会

場
で
年
間
を
通
じ
開
催
し
て
い

る
。
専
門
機
関
へ
委
託
し
、
１

会
場
10

人
程
度
の
定
員
制
で
、

感
染
対
策
を
し
、
休
止
せ
ず
毎

週
実
施
。

　
認
知
症
予
防
・
支
援
事
業

「
あ
お
ぞ
ら
教
室
」
を
開
催
し
、

れ
し
ー
ぶ
へ
委
託
し
て
10

回
シ

リ
ー
ズ
、
10

人
程
度
の
定
員
制

で
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
連
携

し
開
催
し
て
い
る
。

④
生
活
習
慣
に
つ
い
て
健
康
教

室
や
講
座
を
町
報
な
ど
で
周
知

を
図
っ
て
い
る
。
令
和
３
年
度

か
ら
の
取
組
は
健
康
ポ
イ
ン
ト

ラ
リ
ー
事
業
で
、
健
康
自
己
管

理
に
向
け
、
自
主
的
取
組
も
ポ

イ
ン
ト
付
与
対
象
と
し
、
推
進

を
図
っ
て
い
る
。
課
題
は
、
健

康
へ
の
無
関
心
層
へ
ア
プ
ロ
ー

チ
を
し
、
職
域
と
連
携
強
化
で

啓
発
事
業
な
ど
取
組
を
実
施
。

▲　楽しくグランドゴルフをしている町民（水辺プラザ）

質
問

　
筋
肉
は
30

代
か
ら
衰
え
る
と

聞
い
て
い
る
。
運
動
習
慣
の
あ

る
人
は
、
骨
粗
鬆
症
リ
ス
ク
が

低
下
す
る
と
い
う
大
学
の
調
査

結
果
が
あ
り
本
町
に
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
の
仕
組
作
り
が
で
き
な
い

か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
適
度
な
運
動
は
大
事
で
総
合

戦
略
に
計
画
中
で
取
組
を
考
え

た
い
。

中村　美鈴　議員



川西　　聡　議員

国
保
税
　
　
　

均
等
割
の
減
額

本町独自の対象者拡充や軽減
策の上乗せを

町長／
 県全体の事務標準化の観点
から難しい

質
問

　

令
和
３
年
６
月
に
、
国
保
財

政
の
安
定
化
等
を
図
る
た
め
、

国
民
健
康
保
険
法
が
改
正
さ

れ
、
本
年
４
月
か
ら
子
ど
も
に

係
る
国
保
税
の
均
等
割
の
減
額

が
実
施
さ
れ
る
。
国
保
は
世
帯

内
の
加
入
数
に
均
等
割
保
険
税

を
賦
課
す
る
が
、
そ
の
対
象
者

に
は
子
ど
も
も
含
ま
れ
る
。

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

軽
減
を
意
図
し
て
均
等
割
保
険

税
の
５
割
を
軽
減
す
る
も
の
だ

が
、
軽
減
対
象
は
国
保
全
世
帯

の
未
就
学
児
で
あ
る
。

①
そ
も
そ
も
未
就
労
の
18
歳
以

下
の
子
ど
も
に
均
等
割
で
税
額

を
賦
課
す
る
こ
と
は
不
合
理
だ

と
考
え
る
。
町
長
の
認
識
は
。

　

子
ど
も
の
均
等
割
課
税
の
廃

止
を
国
に
要
望
す
る
こ
と
は
。

②
軽
減
の
範
囲
を
未
就
学
に
留

ま
ら
ず
拡
充
す
る
こ
と
を
国
に

要
望
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

③
本
町
独
自
の
軽
減
範
囲
の
拡

充
や
国
の
５
割
助
成
に
加
え
て

軽
減
額
の
上
乗
せ
を
行
う
こ
と

を
求
め
る
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
考
え
は
分
か
ら
な
い
で
は
な

い
。
し
か
し
国
保
は
、
世
帯
人

▲　元気に遊ぶ子どもたち（町内の保育所）

数
に
応
じ
た
保
険
税
負
担
を
行

う
制
度
で
昭
和
23
年
度
か
ら
運

用
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
は
国
・
県
へ
の
要
望
と

し
て
昨
年
度
に
県
の
町
村
会
に

こ
の
件
を
上
げ
た
。

②
県
や
町
村
会
と
連
携
し
均
等

割
軽
減
対
象
や
軽
減
割
合
の
拡

充
の
要
望
を
行
い
た
い
。

③
財
源
や
県
全
体
の
事
務
標
準

化
の
観
点
か
ら
い
ず
れ
の
拡
充

施
策
も
難
し
い
。

質
問

　

令
和
４
年
１
月
、
県
東
部
農

林
事
務
所
長
か
ら
本
町
農
業
委

員
会
会
長
宛
て
に
あ
っ
た
「
農

地
行
政
の
適
正
執
行
等
に
つ
い

て
」
を
見
る
と
、
県
は
６
項
目

の
対
応
を
本
町
農
業
委
員
会
に

求
め
て
い
る
。
こ
の
通
知
は
個

別
案
件
へ
の
指
導
に
留
ま
る
も

の
で
は
な
い
と
理
解
す
る
。

①
何
の
指
導
文
書
の
通
知
か
。

②
指
導
の
内
容
は
、
本
町
農
業

委
員
会
が
機
能
と
職
責
を
果
た

し
て
こ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て

も
仕
方
が
な
い
の
で
は
。

③
問
題
案
件
の
他
に
、
農
地
法

違
反
の
実
態
は
把
握
し
て
い
る

か
。

④
『
農
業
委
員
会
憲
章
』
の
中

の
「
農
業
委
員
会
は
農
地
利
用

の
最
適
化
を
め
ざ
す
」
内
容
を

実
施
す
る
上
で
県
の
指
導
文
書

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
。

答
弁　

横
山
農
業
委
員
会
会
長

①
本
町
農
業
委
員
会
が
昨
年
の

12
月
に
先
の
事
務
所
長
に
提
出

し
た
違
反
転
用
事
案
報
告
に
際

し
、
本
町
農
業
委
員
会
が
違
反

転
用
を
長
期
に
亘
り
把
握
出
来

な
か
っ
た
こ
と
に
「
違
反
転
用

者
に
対
し
て
の
指
導
徹
底
」「
再

発
防
止
」
を
図
る
よ
う
通
知
さ

れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

②
農
地
に
関
す
る
事
務
遂
行
の

職
責
は
尽
く
し
て
き
た
と
考
え

る
が
、
先
の
通
知
で
促
さ
れ
た

件
は
大
変
遺
憾
に
思
っ
て
い
る
。

③
判
断
し
て
い
る
案
件
は
な
い
。

④
通
知
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
等
が
一
体
的
に
な

り
農
地
行
政
の
適
正
執
行
に
努

め
る
。

農業委員会の
機能・職責

農
地
利
用
の
最
適
化
に

　
　
　
　
対
す
る
対
応
は

農
業
委
員
会
会
長
／

県
の
通
知
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
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期
接
種
で
き
る
様
、

種
対
象
者
か
ら
、
初
回
接
種
完

と
保
護
者
に
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
や
安
全
性
に
関
す
る
情
報
等

接
種
希
望
者
に
接
種
券
を
送
付

を
図
っ
て
い
る
。
課
題
は
、
健

康
へ
の
無
関
心
層
へ
ア
プ
ロ
ー

チ
を
し
、
職
域
と
連
携
強
化
で

啓
発
事
業
な
ど
取
組
を
実
施
。



▲　新たな活用に期待（姫路公園）

町
有
財
産
の
あ
り
方

過疎債でホッケー場の建設は

町長/ 
補助金を中心として考えて
いくべきだ

質
問

　

土
地
建
物
の
有
効
活
用
が
望

ま
れ
る
。
見
直
す
必
要
は
。

①
施
設
の
賃
料
の
見
直
し
は
。

②
指
定
管
理
の
あ
り
方
は
。

③
委
託
契
約
の
チ
ェ
ッ
ク
は
。

④
郡
家
地
域
を
含
む
過
疎
計
画

は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
３
年
以
上
経
過
し
た
も
の
よ

り
見
直
し
を
検
討
。
適
正
な
価

格
で
の
貸
付
に
努
め
た
い
。

②
施
設
の
設
置
目
的
に
沿
う
よ

う
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等

を
最
大
限
に
活
用
し
効
果
的
な

運
営
を
図
り
た
い
。

③
事
業
者
の
実
績
報
告
を
受
け

担
当
課
が
確
認
。
必
要
に
応
じ

調
査
、
指
示
、
勧
告
を
実
施
。

④
今
後
、
郡
家
地
域
の
区
長
の

方
々
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催

し
、
各
集
落
の
要
望
を
整
理
し

て
計
画
を
策
定
し
た
い
。

質
問

　

町
に
業
務
運
営
会
社
の
決
算

書
等
の
調
査
依
頼
を
し
た
が
不

存
在
と
の
事
で
あ
っ
た
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

業
務
運
営
会
社
が
全
て
の
書

質
問

　

追
加
補
正
で
１
億
４
４
０
０

万
円
余
の
除
雪
対
策
を
問
う
。

①
基
準
と
範
囲
の
周
知
は
。

②
排
雪
の
処
理
は
。

③
農
作
物
の
被
害
状
況
の
確
認

と
補
償
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
旧
町
の
路
線
を
引
継
ぎ
、
集

落
の
要
望
を
受
け
今
の
路
線
と

な
っ
て
い
る
。
周
知
は
今
後
区

長
会
で
路
線
図
の
配
布
措
置
を

検
討
し
た
い
。

②
交
通
へ
の
影
響
が
あ
る
場
合

業
者
と
協
議
し
排
雪
を
実
施
。

県
が
状
況
を
判
断
し
、
連
携
し

て
対
処
し
て
い
る
。

③
農
家
の
方
々
か
ら
の
連
絡
や

県
や
農
協
と
連
携
し
て
調
査
確

認
作
業
を
実
施
。
「
雪
害
園
芸

施
設
等
復
旧
対
策
事
業
補
助

金
」
を
活
用
し
復
旧
支
援
を
計

画
。

類
を
出
せ
る
と
考
え
て
い
な

い
。

質
問

　

過
疎
債
で
ホ
ッ
ケ
ー
場
の
建

設
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

補
助
金
を
中
心
と
し
て
ホ
ッ

ケ
ー
場
は
考
え
て
い
く
べ
き

だ
。

質
問

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
の
方
々
を

空
き
施
設
等
で
受
け
入
れ
る
こ

と
は
可
能
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

県
か
ら
具
体
的
な
話
が
あ
れ

ば
検
討
し
た
い
。

除雪対策

集
落
要
望
で
範
囲
延
長
は

町
長
／

町
道
の
状
況
等
で

　
　
　
相
談
に
乗
り
た
い

質
問

　

集
落
要
望
で
範
囲
延
長
は
。

　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
充
分
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

町
道
の
状
況
等
を
確
認
し
て

相
談
に
乗
っ
て
い
る
。

　

充
分
と
は
言
え
な
い
が
対
応

で
き
る
範
囲
と
判
断
す
る
。

質
問

　

除
雪
機
を
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
管
理
し

状
況
の
確
認
は
可
能
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

建
設
課
で
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
把

握
。
県
で
は
雪
ナ
ビ
を
実
施
。

森　亜紀子　議員
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新
本
庁
舎
建
設

想定している建設予定地域は

町長/
 郡家地域にあるべきだと　
考えている

質
問

　

庁
舎
の
建
設
は
本
町
の
将
来

を
見
据
え
た
一
大
事
業
で
あ

り
、
夢
と
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
喫
緊
の
重
要
課
題

と
考
え
る
が
、
町
長
の
所
見
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

新
庁
舎
の
建
設
は
本
町
の
今

後
を
見
据
え
る
と
大
き
な
課
題

と
考
え
る
。

　

各
庁
舎
の
在
り
方
、
財
源
の

確
保
等
の
検
討
が
必
要
だ
と
考

え
る
。

質
問

　

近
隣
の
市
町
で
は
行
政
機
能

な
ど
、
駅
を
拠
点
と
し
て
集
約

し
て
い
る
。
智
頭
町
、
若
桜
町

に
し
て
も
そ
う
だ
と
思
う
。

　

本
町
の
新
庁
舎
の
現
時
点
で

想
定
し
て
い
る
建
設
予
定
地
域

が
有
れ
ば
ど
の
辺
り
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

本
町
の
将
来
を
見
据
え
た
町

長
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

　

個
人
的
に
考
え
て
い
る
こ
と

は
あ
る
が
こ
の
場
で
は
控
え
さ

せ
て
頂
き
た
い
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
本
庁
舎
と

い
う
の
は
、
私
は
郡
家
地
域
に

あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　

庁
舎
の
機
能
は
、
す
べ
て
の

機
能
が
ワ
ン
フ
ロ
ア
で
あ
り
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
か
最
善
と
考
え
る
。

ま
た
、
役
場
機
能
に
加
え
て
多

目
的
ホ
ー
ル
や
公
民
館
、
図
書

館
な
ど
を
併
設
し
、
２
階
は
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
な
ど
の
関
係
ゾ
ー

ン
な
ど
で
高
齢
者
や
身
体
障
が

い
者
な
ど
が
利
用
し
や
す
い
多

機
能
型
の
複
合
施
設
に
し
て
は

と
考
え
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

多
機
能
型
の
複
合
施
設
等
に

つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
具
体

的
な
答
え
は
控
え
さ
せ
て
頂
き

た
い
。以
前
か
ら
言
っ
て
い
る
が
、

防
災
的
な
拠
点
と
な
る
部
屋
が

必
要
だ
と
考
え
る
。

質
問

　

建
設
の
予
算
規
模
は
ど
の
程

度
か
、
財
源
は
合
併
特
債
か
、

過
疎
債
の
活
用
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

財
源
は
ま
ち
づ
く
り
基
金
を

は
じ
め
、
令
和
６
年
度
が
期
限

の
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

質
問

　

庁
舎
問
題
に
つ
い
て
住
民
の

意
見
聞
く
、
ど
う
い
う
も
の
が

創
り
た
い
か
夢
を
語
る
検
討
会

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催

す
る
予
定
は
あ
る
か
。
あ
れ
ば

い
つ
開
催
す
る
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

今
後
の
庁
舎
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
を
全
町
的
に
検
討
し
た
上

で
議
会
の
皆
様
方
と
協
議
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。
議
会
内
部

で
も
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

▲　公民館等と本庁舎の併用の検討を期待する
　　（中央公民館）

山根　張太郎　議員
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八
頭
町
　
　
　

教
育
ビ
ジ
ョ
ン

第１次改訂版の成果及び
第２次版の内容は

教育長/
 第２次版の基本目標に　
掲げる姿だ

質
問

①
第
１
次
改
訂
版
の
結
果
及
び

成
果
は
。

②
第
２
次
版
の
内
容
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
整
備
、
エ
ア

コ
ン
の
設
置
、
洋
式
ト
イ
レ
の

整
備
、
郡
家
西
小
学
校
の
大
規

模
改
修
の
推
進
な
ど
だ
。　

　

「
八
頭
町
教
育
大
綱
」
に
基
づ

い
た
教
育
の
推
進
、
教
育
環
境

の
整
備
に
努
め
た
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

①
学
力
向
上
は
、
全
国
学
力
学

習
状
況
調
査
に
お
い
て
、
国
語
・

数
学
と
も
全
国
及
び
鳥
取
県
の

平
均
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

　

将
来
の
夢
や
目
標
の
質
問
項

目
で
、
肯
定
的
な
回
答
が
５
ポ

イ
ン
ト
ほ
ど
高
く
、
教
科
得
点

の
高
さ
に
直
結
し
て
い
る
と
考

え
る
。

②
新
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
目
標

を
共
有
し
、
一
体
と
な
っ
て
将

来
を
担
う
「
や
ず
っ
子
」
を
育

て
て
い
く
。
そ
し
て
、学
校
教
育
・

社
会
教
育
・
教
育
行
政
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
を
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
視
点
で
見
直
し
た
。

　

ま
さ
に
、
第
２
次
版
第
２
章

の
基
本
目
標
に
掲
げ
る
姿
だ
。

質
問

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
土
台
と
な
る
、

「
環
境
」
に
属
す
る
ゴ
ー
ル
13
・

気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策

を
、
ゴ
ー
ル
14
・
海
の
豊
か
さ

を
守
ろ
う
、
ゴ
ー
ル
15
・
陸
の

豊
か
さ
も
守
ろ
う
、
を
教
育
施

策
に
加
え
る
こ
と
、
ゴ
ー
ル
17
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を

達
成
し
よ
う
、
を
表
記
す
る
こ

と
へ
の
所
見
は
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

環
境
に
つ
い
て
は
八
東
小
学

校
が
、
八
東
ふ
る
さ
と
の
森
で

環
境
大
学
と
取
り
組
み
を
始
め

て
お
り
、
こ
れ
を
広
げ
ら
れ
そ

う
な
感
触
を
持
っ
て
い
る
。
協

働
で
は
表
記
し
て
な
い
が
、
４

月
以
降
に
始
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
で
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　
質
問

　

特
性
に
目
を
向
け
た
指
導
の

充
実
も
今
後
必
要
不
可
欠
だ
。

ず
ば
抜
け
た
才
能
「
ギ
フ
テ
ッ

ド
（
神
様
か
ら
の
贈
り
物
）」
と

言
わ
れ
る
、
知
性
・
創
造
性
・

特
定
の
学
問
・
芸
術
性
・
運
動

能
力
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど

を
持
つ
児
童
生
徒
に
対
す
る
、

指
導
・
ギ
フ
テ
ッ
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

先
生
方
に
、
成
績
優
秀
者
も

伸
ば
す
よ
う
に
と
言
っ
て
い
る
。

　

医
者
な
ど
、
町
の
存
続
に
は

必
要
不
可
欠
だ
。

　

出
る
杭
を
さ
ら
に
伸
ば
す
こ

と
は
当
然
必
要
だ
。
こ
う
言
う

観
点
に
も
十
分
着
眼
す
る
。

質
問

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
競
技
力
向

上
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
の

項
目
が
あ
る
。
主
な
事
業
に
町

内
体
育
施
設
の
整
備
の
推
進
が

あ
る
が
、
ホ
ッ
ケ
ー
場
の
整
備

を
指
す
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

そ
う
捉
え
て
い
た
だ
い
て
結

構
だ
。

質
問

　

主
権
者
教
育
の
推
進
・
導
入
・

明
記
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

中
学
校
の
生
徒
会
で
選
挙
を

し
て
い
る
が
、
投
票
箱
を
借
り

て
実
施
す
る
な
ど
、
実
態
に
近

い
こ
と
を
模
索
し
て
い
る
。

　

主
権
者
教
育
に
類
す
る
こ
と

も
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

▲　郡家西小学校の大規模改修現場視察調査
　　（令和3年11月24日）

尾島　　勲　議員
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骨
格
予
算

当初予算109億円の重点は

町長/ 協働する事業を実施する

質
問

　

予
算
は
、
予
算
を
つ
く
る
た

め
の
準
備
を
前
の
年
か
ら
始
め

て
、
予
算
案
が
出
来
て
、
議
会

に
提
出
し
、
議
決
さ
れ
て
予
算

が
成
立
す
る
。
そ
れ
を
執
行
し

て
、
決
算
を
つ
く
り
、
議
会
で

認
定
し
予
算
が
完
結
す
る
。

①
骨
格
予
算
に
お
け
る
重
点
取

組
施
策
、
主
要
事
業
及
び
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

は
。

②
社
会
保
障
費
の
前
年
対
比
及

び
主
な
増
加
要
因
は
。

③
経
常
収
支
比
率
、
財
政
力
指

数
及
び
前
年
対
比
は
。

④
町
税
の
見
込
み
及
び
前
年
対

比
は
。

⑤
総
合
計
画
に
あ
る
健
全
で
効

率
的
な
財
政
運
営
の
推
進
は
、

予
算
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
図

ら
れ
て
い
る
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画

等
、
協
働
す
る
事
業
を
計
上
し

た
。

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
及
び
感
染
予

防
の
経
費
を
優
先
し
た
。

③
経
常
収
支
比
率
は
３
．
４
ポ

イ
ン
ト
、
財
政
力
指
数
は
０
．

０
０
５
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。

④

住

民

税

は

前

年

比

１

１

７
％
、
前
年
大
幅
減
を
見
込
ん

だ
、
平
均
す
る
と
10
％
増
だ
。

⑤
財
政
状
況
を
踏
ま
え
町
民

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り

に
資
す
る
こ
と
に
努
め
る
。

質
問

　

４
年
度
の
主
な
施
策
と
し
て

住
民
参
画
社
会
の
推
進
と
あ
る

が
内
容
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

各
種
団
体
、
区
長
の
方
々
の

要
望
、
話
し
合
い
を
持
つ
こ
と
。

質
問

　

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
に
よ
り
、
子
ど
も
の
外
遊

び
は
減
少
し
て
い
る
。
外
で
遊

ぶ
こ
と
は
、
大
切
な
こ
と
で
あ

り
、
遊
び
を
通
し
て
多
く
の
こ

と
を
学
び
、
運
動
や
社
会
性
を

遊
び
な
が
ら
身
に
つ
け
る
。

　

そ
れ
に
は
安
心
し
て
遊
べ
る

場
所
が
必
要
で
あ
る
。

①
放
課
後
の
子
ど
も
の
遊
び
場

に
つ
い
て
町
は
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
か
。

②
土
日
の
校
庭
で
自
由
に
遊
べ

る
の
か
。

③
町
の
管
理
す
る
子
ど
も
の
遊

び
場
は
何
か
所
か
。
管
理
は
ど

の
様
に
し
て
い
る
か
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

①
積
極
的
に
取
組
ん
で
は
な
い
。

②
校
庭
は
放
課
後
も
休
日
も
開

放
し
て
い
る
。
大
い
に
遊
ん
で

も
ら
い
た
い
。

答
弁　

吉
田
町
長

③
40
箇
所
、
内
訳
は
直
営
が
20

で
委
託
が
14
で
指
定
管
理
が
５

と
貸
付
１
で
あ
る
。

質
問

　

郡
家
ド
ー
ム
の
西
側
と
東
側

に
二
つ
の
広
場
が
あ
り
東
側
は

芝
が
張
っ
て
あ
り
子
ど
も
が

サ
ッ
カ
ー
遊
び
を
や
っ
て
い
た

が
、
ボ
ー
ル
が
フ
ェ
ン
ス
を
越

え
て
道
路
に
出
て
危
な
い
の
で

サ
ッ
カ
ー
遊
び
は
、
西
側
の
土

面
の
広
場
で
や
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

子
ど
も
の
健
全
な
遊
び
、
成

長
を
見
守
る
た
め
西
側
広
場
に

芝
を
張
る
こ
と
に
つ
い
て
。

答
弁　

　

芝
生
化
は
管
理
等
の
問
題
も

あ
る
。
現
状
を
確
認
さ
せ
て
も

ら
い
た
い
。

※
そ
の
他
の
質
問

・ 

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
策

定
に
つ
い
て

・
米
価
下
落
支
援
に
つ
い
て

遊び場

放
課
後
の
遊
び
場
の
対
応
は

教
育
長
／ 

校
庭
を
開
放
し
て
い
る

栄田　秀之　議員

▲　子どもの遊び場（郡家ドーム広場）
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再
生

紙
と

環
境

に
や

さ
し

い

大
豆

油
イ

ン
キ

を
使

用
し

印
刷

し
て

い
ま

す

　

新
し
い
議
会
体
制
に
な
っ
て
か
ら

早
く
も
１
年
が
経
過
し
、
１
年
を
締

め
く
く
る
３
月
定
例
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
議
員
発
議
し
た
「
ロ
シ

ア
に
お
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
早

期
撤
退
を
求
め
る
決
議
」
を
全
会
一

致
で
決
議
し
、
世
界
平
和
へ
の
思
い

を
強
く
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
議

員
の
品
格
保
持
・
開
か
れ
た
議
会
を

求
め
る
陳
情
」
に
つ
い
て
は
、
賛
成

多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
い
た
だ

き
ま
し
た
意
見
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
町
民
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

尽
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
「
議
会
だ
よ
り
」
発
行
に

あ
た
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後

も
「
読
ん
で
み
た
く
な
る
」
広
報
誌

づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
ご
意
見
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

　
　

（
記
：
川
西
美
恵
子
）

委
員
長　
　

矢
部　

啓
祐

副
委
員
長　

川
西　
　

聡

委
員　
　
　

山
根
張
太
郎

委
員　
　
　

灘
口　

茂
郎

委
員　
　
　

川
西
美
恵
子

委
員　
　
　

緒
方　

陽
紀

委
員　
　
　

奥
田
の
ぶ
よ

編

集

後

記

建設的で活発な議論を

歴史探索ウォーキングの様子

　平素より老人クラブ、高齢者福祉についてご

理解とご支援を頂き感謝申し上げます。

　老人クラブは健康寿命の延伸のための取り組

みを中心に頑張っております。昨年は、コロナ

禍の中運動会が出来ませんでしたが、その代わ

りに歴史探索ウォーキングやグラウンドゴルフ

を実施したり、福祉大会を分散実施するなど前

向きに取り組んできました。高齢化が進む中、

老人クラブの果たす役割は大きいと思います

が、老人クラブの会員は年々減少しております。

議員の皆様におかれましても会員確保のための

ご支援をお願い致します。

　議員の皆様には、現地に入り実態に触れて、

町政発展のためのより前向きに活発な議論をお

願いします。議会便りは、質疑の内容を苦労し

て編集されており敬意を表します。

八頭町老人クラブ連合会  会長  岡森　裕

編 集 委 員

2
0
2
2
.5

N
o
.0
6
9

定例会・臨時会はケーブルテレビで
生中継しています

議会の傍聴をしてみませんか

一般質問は再放送もしています

議会、議会だよりに関する意見、ご要望をお寄せください。

TEL  0858-72-3975　FAX  0858-72-2641（議会事務局） 八頭町議会

※
議
会
だ
よ
り
の
発
行
は
2
月
、
5
月
、
8
月
、
11
月
の
年
4
回
で
す
。

※ 議会だよりへのコメントの掲載を希望される方を募集しています。詳しくは議会事務局へ

お問い合わせください。
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